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本発表では, 有向非巡回グラフ (DAG)によって表現された因果モデルに対するパスの選択, 即
ち妥当な因果構造をデータから判断する手法の頑健性について報告する.

m個の変数X1 , . . . , Xmから成る組について, 正規分布を想定したDAGモデルは,

Xj = µj +
∑
k<j

ajk Xk + ϵj , ϵj
indep.∼ N(0 , sj) (j = 1 , . . . , m)

と表現される.

ここで, 現実的には, データの中に平均的挙動からかなり逸脱したものが一部入っていたり, 人
為的又は機械的な誤りによって間違ったデータが残されてしまったりと, 様々な異常が観測値の中
に存在し得るという問題があり, 母数推定やモデル選択に際しては, そのような異常値に対する頑
健性が求められる.

頑健性を持った統計的手法の一つには, Ghosh and Basu (2013) [1]によるダイバージェンスの
利用が挙げられる. これは, KL-divergenceに基づいた手法と比較して, 外れ値の影響を低減する
ように調整されたダイバージェンスであり, 統計的仮説検定や多項式回帰モデルの最大次数選択等
に応用されている.

本発表では, この頑健性を持ったダイバージェンスに基づいたパス係数の推定及び因果構造の
選択手法について, その性能を他の手法と対比しつつ論じる. 特に, 多様な「異常」の入り方を想
定して行った幾つかの数値実験の中で, 頑健性を重視したダイバージェンスに基づいた評価規準
(Kurata and Hamada (2017) [2])は, 条件付独立性をグラフ全体で同時に検定する手法 (Shipley

(2013) [3])が対応出来ない設定や, KL-divergenceに基づいた情報量規準が異常値によって選択精
度を落としてしまう場面でも, 異常値が混入していない場合に比較的近い精度を発揮する傾向にあ
ることを示す.
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